
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

各年度の評定値（１～５）の合計／年度計画項目数

・県内県外の高校生に志望校として積極的に選択されていない。
・県内出身学生の割合が低いため、県内就職に結びつかない。
・県内企業を学生が就職先として選択していない。
・キャンパス全体でFDを推進する取り組みがなされてない。
・国際交流に学生が魅力を感じていない。

・県内県外の高校生に進学先として選択してもらえるような、学部の特色、進学実績等の明示。
・県内出身入学生を確保するための取組みの強化。
・学生を県内就職に誘導するための取組みを強化。
・FDの必要性について、教員の意識改革が必要。
・学生が国際交流（留学）に積極的に参加する意識の醸成。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

・志願倍率の低下
・県内入学率、県内就職率の低下
・FDについて、組織的な取り組みが行われず、キャンパスごとに差が生じている。
・国際交流参加者が少ない

６.成果があったこと（改善されたこと）

%
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 公立大学法人島根県立大学

（２）意図 法人の自律的な運営を促しつつ、財務上の健全性を保つ

地方独立行政法人法第２４条に基づき、公立大学法人島根県立大学に対し、その運営費に必要な経費（臨時的な経費を除く）を交付する。

評価実施年度： 平成２９年度

28年度 29年度

3.5 3.5

事務事業の名称 公立大学法人島根県立大学運営費交付金

事務事業担当課長 総務部総務課長　藤井徹 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅲ－１－４
高等教育の充実

公立大学法人島根県立大学業務実績に対して公立大学法人評価
委員会が行う年度評価の評定平均値

目標値 3.5 3.5

30年度 31年度年度 27年度

・インターンシップ、模擬面接といったキャリア支援の取組みにより、３キャンパスとも高い就職率を達成した。（浜田98.0%、出雲100%、松江97.5%）
・地（知）の拠点整備事業（COC）にて、「しまね地域マイスター」制度を昨年の浜田キャンパスに引き続き、出雲キャンパスで本格実施したほか、浜田キャンパ
スにて新たに地域共生・課題解決に関する講座を2つ開設し、地域課題のための実践力を持った人材育成を進めた。

うち一般財源（千円） 1,363,543 1,282,923

3.5

達成率

4.0

％

%

実績値

取組目標値

114.3

事　業　費（b）（千円） 1,864,416 1,797,889

・志願倍率、県内入学率向上のため、大学で学べるカリキュラムや就職実績等についての周知を強化する。必要に応じカリキュラムの改正を行う。
・県内就職率向上に向けて、インターンシップを強化するほか、学生に県内企業の情報を正確に伝えるなど、県内就職に繋がる更なる取組みを行う。
・FDについて、全教員が授業公開を行う出雲キャンパスの取り組みなどを参考にし、全学的な取り組みを進める。
・留学の意義などを学生に伝えるとともに、留学先の情報や留学時の支援内容などの周知を強化し、学生が留学に参加しやすい環境を整備する。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
○全学
・浜田市・益田市との共同研究に加えて、新た
に邑南町との共同研究を実施した。

○出雲キャンパス
・看護師が不足する県内中山間地域の学生を対
象とした推薦制度を導入し、4名の入学者を得
た。
・邑南町でタウンミーティングを実施するなど
地域貢献に積極的に取り組んだ。

○松江キャンパス
・社会人学び直しのため新たに「履修証明プロ
グラム」を開講し、8コースで延べ111名の受
講申し込みがあった。
・自治体・企業等と連携して、地元食材を使用
した食品を３品開発し、地域の食文化の向上、
産業の活性化に貢献した。

－ － －

前年度実績 今年度計画
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